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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
主面体を、接続体を介して横方向に連接させ、前記主面体を縦方向に上面と下面とで構成
させ、前記接続体を縦方向に上接続部と下接続部とで構成させ、前記下接続部を、前記上
接続部との境界を底辺としその両端の角度が鋭角で成る形状に形成させ、前記主面体には
前記上面と前記下面との境界に第１折目を設け、前記接続体には前記上接続部と前記下接
続部との境界に第２折目を設け、前記上面を前記上接続部に連接させてその連接箇所にそ
れぞれ第３折目を設け、前記下面を前記下接続部に連接させてその連接箇所にそれぞれ第
４折目を設けて多面体を構成させ、それぞれの前記主面体の前記上面と前記下面とにそれ
ぞれ第１見開き面を、前記上面と前記上接続部とにそれぞれ第２見開き面を形成させて、
前記第１見開き面及び前記第２見開き面の全て又はいずれかに、ポップアップ機構と構成
体とで成る起伏構成体を設け、それぞれの前記第１見開き面に設けた前記起伏構成体を、
連接させた前記下面と前記下接続部とで前記上面側へ畳み込んでそれぞれ収蔵主面体にし
、それぞれの前記第２見開き面に設けた前記起伏構成体を前記収蔵主面体で、それぞれ前
記上接続部側へ畳み込み向合うかたちに収合させて収合多面体にし、その収合多面体を展
げる動作で、連接させた前記下面と前記下接続部とを畳み込まれた状態から引起こして全
ての前記起伏構成体をポップアップさせ、且つ前記上面と、前記上接続部を介して隣り合
う上面とを相互に鈍角の配列にして並べる構造を備えた、ポップアップ多面体。
【請求項２】
主面体に設けた第１折目と接続体に設けた第２折目を、前記主面体と前記接続体との連接
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箇所に十字に交わる線上に設け、上面と上接続部との連接箇所に設けた第３折目のそれぞ
れを、相互に並行にした、請求項１に記載のポップアップ多面体。
【請求項３】
下接続部の底辺の両端の角度を成すそれぞれの鋭角を、前記下接続部を挟んで連接させた
それぞれの下面が上面側へ畳み込んだ起伏構成体のそれぞれの厚みに応じて変更させる、
請求項１又は２に記載のポップアップ多面体。
【請求項４】
３個以上の主面体を連接させたそれぞれの接続体の幅を、それぞれの前記接続体の上接続
部に接続させた収蔵主面体が、前記上接続部との接続箇所に設けた第３折目で折曲げられ
る順序に応じて変更させる、請求項１～３のいずれか１項に記載のポップアップ多面体。
【請求項５】
主面体の上方に最上面を設けた３面主面体を、接続体の上方に最上接続部を設けた３部位
接続体を介して横方向に連接させ、前記３面主面体には上面と前記最上面との境界に第５
折目を設け、前記３部位接続体には上接続部と前記最上接続部との境界に第６折目を設け
、前記最上接続部には前記第６折目を底辺としその両端の角度が鋭角で成る形状を形成さ
せて前記最上面と連接させその連接箇所にそれぞれ第７折目を設け、前記最上面と前記上
面とに第３見開き面を形成させ、その第３見開き面の全て又はいずれかに起伏構成体を設
けた、請求項１～４のいずれか１項に記載のポップアップ多面体。
【請求項６】
主面体の上面に引起し式の保持片を設け、前記主面体の下面に保持台片を設け、その保持
台片を、ポップアップ機構を介して前記上面と接合させ、前記下面を前記上面より展げて
ポップアップさせ、ポップアップさせた前記保持台片に前記保持片を引起して乗せる構造
を備えた、請求項１～４のいずれか１項に記載のポップアップ多面体。
【請求項７】
３面主面体の上面に引起し式の保持片を設け、前記３面主面体の最上面と下面とに保持台
片を設け、その保持台片を、ポップアップ機構を介してそれぞれ前記上面と接合させ、前
記最上面と前記下面とをそれぞれ前記上面より展げてポップアップさせ、ポップアップさ
せた前記保持台片に前記保持片を引起して乗せる構造を備えた、請求項５に記載のポップ
アップ多面体。
【請求項８】
第１見開き面を成す上面の全て又はいずれかに、ポップアップ機構を介してカードホルダ
ー用の額縁を接合して形成させたカードホルダーを設け、そのカードホルダーの表面と下
面及び上接続部とに形成させたそれぞれの見開き面の全て又はいずれかに起伏構成体を設
けた、請求項１～７のいずれか1項に記載のポップアップ多面体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ポップアップ式グリーテイングカードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従前のポップアップ式グリーテイングカードは、コンパクトなサイズでありながら、メ
ッセージの内容を演出する構成体を収蔵し、開くとその構成体がポップアップしてきて演
出効果を高める利点を備えている。しかしながら、見開き面が少ないためにポップアップ
する構成体の配置に制約があって演出効果が不十分であり、用途もメッセージを伝えると
いう一過性の利用に限られる欠点があった。その欠点を改善するには、見開き面の数を増
やして、ポップアップする構成体を多数設けられるようにし、用途を広げる方法としてカ
ードホルダーの機能を採入れてメッセージカードや写真や画像カードなどを利用できるよ
うにすることが要件になる。反面、前述の要件を採り入れると、ポップアップ式グリーテ
イングカードは、面積が大きくなり且つ複雑な構造になって、コンパクトに収合すること
、簡単に展げること、見易い配列にすることが、極めて困難になるという問題が生じる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３０４８１８６号公報
【特許文献２】特許公開２００２－２２４４６５号公報
【特許文献３】登録実用新案第３０９００９３号公報
【特許文献４】登録実用新案第３０４５６８８号公報
【特許文献５】登録実用新案第３００９７７０号公報
【特許文献６】登録実用新案第３１３８８１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
ポップアップ式グリーテイングカードに、ポップアップする構成体を多く設けることがで
き、カードホルダーの機能も採り入れることができるように、多くの見開き面が備えられ
る構成をつくり、且つコンパクトに収合でき、簡単に展げることができて、展げた配列を
見易くする構造をつくる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明のポップアップ多面体は、主面体を、接続体を介して横方向に連接させて構成する
。前記主面体は、縦方向に上面と下面とで構成させ、前記接続体は、縦方向に上接続部と
下接続部とで構成させ、前記下接続部を、前記上接続部との境界を底辺としその両端の角
度が鋭角で成る形状に形成させる。前記主面体には前記上面と前記下面との境界に第１折
目を設け、前記接続体には前記上接続部と前記下接続部との境界に第２折目を設け、前記
上面を前記上接続部に連接させてその連接箇所にはそれぞれに第３折目を設け、前記下面
を前記下接続部に連接させてその連接箇所にはそれぞれ第４折目を設けて多面体を構成さ
せる。
【０００６】
それぞれの主面体の上面と下面とに第１見開き面を形成させ、それぞれの前記上面と上接
続部とに第２見開き面を形成させて縦方向と横方向に開閉する複数の見開き面を設ける。
それらの見開き面の全て又はいずれかに、ポップアップ機構と構成体とで成る起伏構成体
を設けて、複数の起伏構成体を縦方向と横方向にポップアップさせる構造を備える。
【０００７】
それぞれの第１見開き面に設けた起伏構成体を、連接させた下面と下接続部とで第１折目
と第２折目で折畳んで上面側へ畳み込みそれぞれの前記起伏構成体を収蔵させて成る収蔵
主面体をそれぞれ形成させ、それぞれの前記収蔵主面体で、それぞれの前記第２見開き面
に設けた前記起伏構成体を上接続部側へ畳み込み、最終的に前記収蔵主面体を、お互いに
向き合うかたちにした収合多面体に収合させる。
【０００８】
下接続部の形状を、その底辺の両端の角度が鋭角で成る形状に形成させて下面と連接させ
、その連接箇所の折目に傾斜を持たせることで、収合多面体を形成させる動作が、前記下
面を上面に対して鋭角に傾斜させて、前記上面との間にＶ字近似形状の空間をつくる作用
に働き、その空間に、畳み込まれた前記起伏構成体を収蔵させ且つ損傷から守る。さらに
前記下接続部を形成する面が上接続部を形成する面に密着するので前記収蔵主面体を折曲
げる時には支点の役目を果たす。前記収蔵主面体を収合させた前記収合多面体は、それぞ
れの前記収蔵主面体を、前記上接続部を挟んで向き合うかたちにして収合させているので
、前記上面の外周から前記下面又は前記起伏構成体が食み出ない前提において、最も大き
い上面を表面積とし接続体の幅を高さとする立体形にして、本ポップアップ多面体をコン
パクトに収合させる。
【０００９】
下接続部の形状を、その底辺の両端の角度が鋭角で成る形状に形成させているので、連接
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させた前記下接続部と下面との横幅が上面側で長く他方の先端側で短くなり、収合多面体
を展げる動作によって、畳込まれている前記下面と前記下接続部とを引起こす作用が働い
て全ての起伏構成体をポップアップさせ、且つ前記上面と、前記上接続部を介して隣り合
う上面とを相互に鈍角の配列にして観賞者を取り囲むように並らべる。さらに連接させた
前記下面と前記下接続部の形状が奥側の前記上面側で広く手前に狭いほぼ扇状の形状にな
るので、その扇状の形状が左右端の最前端と中央部の最後端との奥行きを長くし、連接さ
せた前記下面と前記下接続部とを設置面とする本ポップアップ多面体を倒れ難くする。
【００１０】
主面体に設けた第１折目と接続体に設けた第２折目を、前記主面体と前記接続体との連接
箇所に十字に交わる線上に設け、且つ上面と上接続部との連接箇所に設けたそれぞれの第
３折目を、相互に並行にさせて、収合多面体の歪を抑える。さらに下接続部の底辺両端の
鋭角が、Ｖ字近似形状の傾斜角度を定める構造であるので、前記鋭角のそれぞれの角度を
、前記下接続部を挟んで連接させたそれぞれの下面によって上面側へ畳み込まれた起伏構
成体のそれぞれの厚みに応じて変更させて、畳み込まれた前記起伏構成体のそれぞれの厚
みに合わせたＶ字近似形状の空間をつくり、前記起伏構成体の損傷を防ぐ効果を高める。
【００１１】
３個以上の主面体を連接させたそれぞれの接続体の幅を、最初に折曲げられる収蔵主面体
を接続させた接続体の幅は、２つの収蔵主面体を内包させるので狭くし、最後に折曲げら
れる収蔵主面体を接続させた接続体の幅は、連接した全ての収蔵主面体の個数を内包させ
るので最も広くなるようにして、それぞれの接続体の上接続部に接続させた収蔵主面体が
前記上接続部で折曲げられる順序に応じて変更させることで、３個以上に、連接する主面
体の個数が増えても、上面の外周から下面又は起伏構成体が食み出さない前提において、
最も大きい上面を表面積とし最も幅の広い接続体を高さとする立体形にして、コンパクト
に収合させる。
【００１２】
主面体の上方に最上面を設けて３面主面体にし、接続体の上方に最上接続部を設けて３部
位接続体にして、前記３面主面体を、前記３部位接続体を介して横方向に連接し、前記最
上面と上面とで縦方向に開閉する第３見開き面を形成させて起伏構成体を設けて、縦方向
にポップアップする前記起伏構成体を増やす。
【００１３】
本ポップアップ多面体の用途を広げる手段として、第１見開き面を成す上面の全て又はい
ずれかに、ポップアップ機構を介してカードホルダー用の額縁を接合させて形成したカー
ドホルダーを設け、そのカードホルダーの表面と下面及び上接続部とに形成させたそれぞ
れの見開き面の全て又はいずれかに起伏構成体を設ける。
【００１４】
上面とその上面側に折畳める下面で構成した主面体又は前記主面体と同じ構成の主面体の
上方に上面側に折畳める最上面を設けた３面主面体のそれぞれの上面に、引起し式の保持
片を設け、前記主面体の前記下面又は前記３面主面体の前記最上面と下面とに保持台片を
設ける。その保持台片を、ポップアップ機構を介してそれぞれの前記上面と接合させて、
前記保持台片を、前記主面体の下面又は前記３面主面体の最上面及び前記下面をそれぞれ
前記上面より展げてポップアップさせ、ポップアップさせた前記保持台片に前記保持片を
引起して乗せる構造を備えて、前記主面体と前記３面主面体の綴じ込みを防ぐ。
【発明の効果】
【００１５】
本発明のポップアップ多面体は、主面体を、接続体を介して横方向に連接させ、前記主面
体には上面と下面を設け、前記接続体には上接続部と下接続部を設け、前期上面と前記下
面及び前記上接続部と下接続部のそれぞれの境界と、前記上面と前記上接続部及び前記下
面と前記下接続部のそれぞれの連接箇所に折目を設け、それぞれの前記上面と前記下面と
に第１見開き面を形成させ、それぞれの前記上面と前記上接続部とに第２見開き面を形成
させた構成を備えているので、次の２つの効果をもつ。１は、縦方向と横方向に開閉する
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複数の見開き面を備えることができる効果、２は、複数の前記見開き面に縦方向と横方向
にポップアップさせる起伏構成体を複数設けることができる効果、である。
【００１６】
前述の構成において、接続体の下接続部の形状を、上接続部との境界を底辺としてその両
端の角度が鋭角で成る形状にしているので、前記下接続部と下面とを連接させたその連接
箇所に設けたそれぞれの折目が傾斜を備えることになり、次の４つの効果を生む。１は、
その傾斜が、複数の起伏構成体を縦方向に畳み込みそれぞれに収蔵主面体を形成させてい
く過程で、前記下接続部に連接させた前記下面を上面に対して鋭角に傾斜させ、前記下面
と前記上面との間にＶ字近似形状の空間をつくりだして、畳み込まれた起伏構成体を収蔵
する効果、２は、前述の空間に収蔵させた前記起伏構成体を損傷から守る効果、３は、前
記起伏構成体を収蔵させたそれぞれの前記収蔵主面体をさらに横方向に折り曲げていく過
程で、前記下接続部を形成する面が前記上接続部を形成する面に密着して折曲げる動作の
支点になり、畳み込まれた前記起伏構成体に厚みがあるにも拘わらず、折曲げに支障を生
じさせない効果、４は、前記収蔵主面体を収合させた最終的な構造体である収合多面体の
歪みを抑える効果、である。
【００１７】
収合多面体には、それぞれの収蔵主面体が上接続部を挟んで向合うかたちに収合されるの
で、次の２つの効果を生む。１は、それぞれの前記収蔵主面体を構成する上面のうち、大
きい方の上面の外周から下面又は起伏構成体が食み出さない前提において、本ポップアッ
プ多面体を、大きい方の前記上面を表面積とし前記上接続部の幅を高さとする立体状の形
状にして、コンパクトに収合させる効果、２は、前記上接続部とそれぞれの前記収蔵主面
体の上面とが、本の背表紙と表裏表紙のように、収合された前記起伏構成体を抱え込むよ
うに保護する効果、である。
【００１８】
下接続部の形状の両辺が傾斜を成すことで、連接した下面と下接続部の横幅を、上面側で
長く他方の先端側で短くし、且つ連接した前記下面と前記下接続部の形状を、奥側の上面
側で広く他方の手前側で狭いほぼ扇状の形状にするので、次の３つの効果を生む。１は、
収合多面体を展げる時、その展げる動作が、畳み込まれた状態にある連接した前記下面と
前記下接続部とを引起こす作用に働いて、前記収合多面体を簡単に展げ、畳み込まれた全
ての起伏構成体を容易にポップアップさせる効果、２は、展げた前記収合多面体を設置す
る時には、上面と、上接続部を介して隣り合う上面とを相互に鈍角を成す配列にして観賞
者を取り囲むように並べ、見易くする効果、３は、連接させた前記下面と前記下接続部の
形状がほぼ扇状になるので、その扇状の形状の左右端にある最前端と中央部にある最後端
との奥行きを長くして、前記下面と前記下接続部を設置面とする本ポップアップ多面体を
倒れ難くする効果、である。
【００１９】
上面と下面との境界の折目と上接続部と下接続部との境界の折目を、主面体と接続体の連
接箇所に対して十字に交わる線上に設け、且つ上面と上接続部との連接箇所のそれぞれの
折目を相互に並行することによって、次の２つの効果を生む。１は、縦方向への折畳みと
横方向への折曲げの精度を上げて収合多面体の形状の歪を小さくする効果、２は、収蔵す
る時及び展げる時に起伏構成体の損傷を防ぐ効果、である。さらに下接続部の底辺の両端
の鋭角が、畳み込まれた前記起伏構成体を収蔵するＶ字近似形状の傾斜角度を定める構造
であるので、前記下接続部を挟んで接続されたそれぞれの下面が上面側に畳込んだ起伏構
成体のそれぞれの厚みに応じて、前記下接続部の底辺の両端の鋭角を、それぞれ変更させ
ることによって、次の２つの効果を生む。１は、前記起伏構成体のそれぞれの厚みに合っ
たＶ字近似形状の空間をつくり収蔵をさせる効果、２は、前記起伏構成体の損傷を防ぐ効
用を高める効果、である。
【００２０】
３個以上の主面体を連接させたそれぞれの接続体の幅を、最初に折曲げられる収蔵主面体
を接続させた接続体の幅は、２つの収蔵主面体を内包させるので狭くし、最後に折曲げら
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れる収蔵主面体を接続させた接続体の幅は、連接した全ての収蔵主面体の個数を内包させ
るので最も広くなるようにして、それぞれの接続体の上接続部に接続させた収蔵主面体が
、前記上接続部との接続箇所に設けた折目で折曲まげられる順序に応じて変更させること
で、次の３つ効果を持つ。１は、３個以上に連接する主面体の個数が増えても、上面の外
周から下面又は起伏構成体が食み出さない前提において、最も大きい上面を表面積とし最
も幅の広い接続体を高さとする立体形にして、コンパクトに収合できる効果、２は、連接
する主面体の個数を３個以上に増やすことができ、見開き面とポップアップする構成体を
増やすことができる効果、３は、収蔵主面体を折曲げる順序を、一方向から折曲げるか又
は左右から順次折曲げるか又は左右から不規則な順序で折曲げるかを選ぶことができる効
果、である。
【００２１】
主面体の上方に最上面を設け、接続体の上方に最上接続部を設けて、前記主面体の面を縦
方向に３面にさせることで、次の３つの効果を生む。１は、前記最上面と上面とに見開き
面を設けることができるので縦方向にポップアップする起伏構成体を増やすことができる
効果、２は、縦方向に３つの面で成る本ポップアップ多面体を収合した形態と展げた形態
の構造上の強度が増す効果、３は、展げた時に、前記本ポップアップ多面体の最上箇所の
端面を現さないので美観を高める効果、である。
【００２２】
用途を広げるためにカードホルダーの機能を設けるのは先例に見られるが、本発明は、カ
ードホルダー用の額縁をポップアップ機構を介して主面に取り付ける構造を持つ新しい方
式のカードホルダーであるので、次の効果がある。本ポプアップ多面体を収合させた時は
前記額縁を圧して厚みを押さえ、展げた時には前記額縁と前記主面の間に隙間が開いてカ
ードを挿出入し易くする効果、である。
【００２３】
起伏構成体を備えた見開き面の綴じ込みを防ぐために、引起こし式の保持片を設けている
先例はあるが、本発明は、引き起こし式の保持片とポップアップさせる保持台片とを併用
するので、次の２つの効果がある。１は、主面体を展げた形態での上面と下面又は３面主
面体を展げた形態での上面と最上面及び下面との開き角度を直角又は直角に近い角度に保
持できる効果、２は、展げた主面体又は３面主面体の強度が増す効果、である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係わる２個の主面体を接続体で連接した形状の展開図である。
【図２】本発明に係わる３個の主面体を接続体で連接した形状の展開図である。
【図３】本発明に係わる最上面を設けた５個の３面主面体を、最上接続部を設けた３部位
接続体で連接した形状の展開図である。
【図４】本発明に係わる２個の主面体を接続体で連接した本ポップアップ多面体を、展げ
て設置した状態を示す図である。
【図５】本発明に係わる３個の主面体を接続体で連接した本ポップアップ多面体を、展げ
て設置した状態を示す図である。
【図６】本発明に係わる３個の主面体を接続体で連接した本ポップアップ多面体を、展げ
て設置した状態での外周形状と接続部に施した開口形状の例を示す図である。
【図７】本発明に係わる最上面を設けた３個の３面主面体を、最上接続部を設けた３部位
接続体で連接した本ポップアップ多面体を展げて設置した状態を示す図である。
【図８】本発明に係わる最上面を設けた５個の３面主面体を、最上接続部を設けた３部位
接続体で連接させた本ポップアップ多面体を展げて設置した状態を示す図である。
【図９】本発明に係わる３個の主面体を接続体で連接して収蔵した収蔵主面体を閉じる状
態、あるいは開く状態を示す図である。
【図１０】本発明に係わる最上面を設けた３個の３面主面体を最上接続部を設けた３部位
接続体で連接して収蔵した収蔵主面体を閉じる状態、あるいは開く状態を示す図である。
【図１１】本発明に係わる３個の主面体を接続体で連接して収合した収合多面体を示す図
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である。
【図１２】本発明に係わる最上面を設けた３個の３面主面体を、最上接続部を設けた３部
位接続体で連接して収合した収合多面体を示す図である。
【図１３】本発明に係わる２個の収蔵主面体を収合させて形成した収合多面体の、上面と
下面及び上接続部と下接続部の状態を示す破断図である。
【図１４】本発明に係わる３個の収蔵主面体を収合させて形成した収合多面体の、上面と
下面及び上接続部と下接続部の状態を示す破断図である。
【図１５】本発明に係わる主面体及び３面主面体の綴じ込みを防ぐ、保持片と保持台片の
作動を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明のポップアップ多面体は、縦方向と横方向にポップアップする複数の起伏構成体
と、用途を広げるためのカードホルダーを設けられるように、縦方向と横方向に開閉する
見開き面を備え、しかも増やせる構成をつくり、構成面の形状と折目とによって、収蔵し
た起伏構成体を損傷無く縦方向と横方向に畳み込みコンパクトに収蔵できる構造を備え、
観賞する時には、簡単に展げられ、展げると起伏構成体又はカードホルダーを設けた上面
を観賞者を取り囲むように並べて見易くし、且つ安定させて設置できる構造にして、本発
明の目的を実現した。
【実施例１】
【００２６】
図１に示すように、本発明のポップアップ多面体は、主面体２と接続体５とで構成する。
主面体２を、接続体５を介して横方向に連接して面を増やし、前記主面体２を縦方向に上
面３と下面４とで構成し、前記接続体５を縦方向に上接続部６と下接続部７とで構成して
それぞれに上下の面を設ける。前記下接続部７は、その形状を前記上接続部６との境界を
底辺としその両端の角度が鋭角で成る形状にして形成させる。前記主面体２には前記上面
３と前記下面４との境界に第１折目８を設け、前記接続体５には前記上接続部６と前記下
接続部７との境界に第２折目９を設け、前記上面３を前記上接続部６に連接させてその連
接箇所のそれぞれに第３折目１０を設け、前記下面４を前記下接続部７に連接させてその
連接箇所にそれぞれ第４折目１１を設けて、本ポップアップ多面体を構成させる。前記上
面３の幅と前記下面４の幅は、同じ幅か又は前記接続体５との連接側に端を揃えたうえで
異なる幅にしてもよい。前記下面４の縦方向の長さは、前記上面３の縦方向の長さ以下と
するが、折畳みに支障がない範囲で前記上面３よりも長くしてもよい。但し後述する畳み
込まれた起伏構成体２４の損傷を防ぐ条件においては、前記下面４を畳み込んだ時に前記
下面４に設けた前記起伏構成体２４が前記上面３の上端から食み出さない状態になるよう
に前記下面４の長さを定める。前記本ポップアップ多面体の外周３１形状は、直線状の形
状のほかに任意の形状を持たせてもよい。前記本ポップアップ多面体を構成する前記主面
体２及び接続体３の面に任意の形状の開口を設けてもよく、さらに折目の線上にも本ポッ
プアップ多面体の強度が保てる範囲で任意の形状の開口を設けてもよい。
【００２７】
図１、図４に示すように、連接させたそれぞれの主面体２の上面３と下面４とに第１見開
き面１２を形成させ、それぞれの前記上面３と前記上接続部６とに第２見開き面１３を形
成させて、複数の見開き面をつくる。前記第１見開き面１２及び前記第２見開き面１３の
全て又はいずれかに、ポップアップ機構２２と構成体２３とで成る起伏構成体２４を設け
る。前記第１見開き面１２は縦方向に開閉し、前記第２見開き面１３は横方向に開閉する
ので、それぞれの前記見開き面に設けた起伏構成体２４は縦方向と横方向にポップアップ
させることができる。見開き面と起伏構成体２４の個数は、連接する主面体２の個数を増
やすことで必要に応じて個数を増やしていくことができる。本ポップアップ多面体の用途
を広げる手段となるカードホルダー２７は、第１見開き面１２を成す上面３に設けるが、
詳細は００３６項に記載する。
【００２８】
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図９、図１３に示すように、収蔵主面体３３を収合させるには、２個の収蔵主面体３３を
収合する場合も、前記図９の３個の収蔵主面体３３を収合する場合と同様に、まず、下面
４と下接続部７とを連接させた状態で第１折目８と第２折目９にて折畳んで、それぞれの
前記第１見開き面１２に設けたそれぞれの起伏構成体２４を上面側３へ畳み込み収蔵させ
て成る収蔵主面体３３をそれぞれ形成させる。次いでそれぞれの前記収蔵主面体３３を、
第３折目１０で折曲げてそれぞれの前記第２見開き面１３に設けた前記起伏構成体２４を
畳み込み、最後にそれぞれの前記収蔵主面体３３を相互に向き合うかたちにした収合多面
体３４を形成させる。収合の一連の動作において、接続体５の前記下接続部７の形状が、
その下接続部７と連接している前記下面４との連接箇所に設けたそれぞれの第４折目１０
を傾めに形成させるので、前記下面４が前記上面３に対して傾斜するかたちとなり前記下
面４と前記上面３との間にＶ字近似形状の空間をつくる。その空間に、畳み込まれた前記
起伏構成体２４が収蔵され、且つ前記起伏構成体２４の損傷を防ぐ役割を担う。さらに前
記下接続部７を形成する面が上接続部６を形成する面に密着するので、前記収蔵主面体３
３を折曲げる支点になって畳み込まれた前記起伏構成体２４に厚みがあるにも拘らず折曲
げる動作を容易にし、Ｖ字近似形状の空間を保持し、前記収合多面体３４の歪を抑える役
割を果たす。下接続部７が形成する鋭角によって下面４がつくるＶ字近似形状の角度が定
まるので、前記下接続部７を形成する鋭角を、その下接続部７を挟んで連接されたそれぞ
れの前記下面４が、上面３側に畳込んだそれぞれの起伏構成体２４の厚みに応じて変更さ
せることで、畳み込まれた前記起伏構成体２４のそれぞれの厚みに合うＶ字近似形状の空
間をつくり、損傷を防ぐ効果をさらに高める。
【００２９】
図１３に示すように、収蔵主面体３３を収合させた形態は、それぞれの収蔵主面体３３が
相互に向き合うかたちで収合多面体３４として形成される。この収合多面体３４は、上接
続部６と前記収蔵主面体３３を成す上面３とが、本の背表紙と表裏表紙のように、内側の
起伏構成体２４を保護し、前記収合多面体３４が歪むのを防ぐ。収合多面体３４は、収合
した状態の上面３の外周から下面４又は起伏構成体２４がはみださない前提において、大
きい方の上面３を表面積とし接続体５の幅を高さとする立体状の形状にしてコンパクトに
収合させる。さらに、本ポップアップ多面体には、前記収合多面体３４を閉じた状態に保
つために、フック、バンド、留め付け用接合材、等の留め装具を設ける
【００３０】
図９に示すように、２個の収蔵主面体３３を収合させた収合多面体３４を展げる時には、
前記図９の３個の収蔵主面体３３を収合させた収合多面体３４を展げる時と同様に、前記
収合多面体３４を成す収蔵主面体３３を展げる動作が、下接続部７が鋭角で形成されてい
ることにより、折畳まれた下面４と前記下接続部７との形状が、上面３の側で長く他方側
で短い形状になるので、折畳まれた状態の前記下面４と前記下接続部７とを引起こす作用
に働いて、畳み込まれている起伏構成体２４をポップアップさせ、簡単に収合多面体３４
を展げることができる。
【００３１】
図４に示すように、展げた本ポップアップ多面体を設置する時には、連接させた下面４と
下接続部７が設置面となり、前記下接続部７の底辺の両端が鋭角で形成されていることに
より、連接した前記下面４と前記下接続部７の形状を奥側の上面３の側に広く手前側に狭
い扇状に形成させて、上面３と、上接続部６を介して隣り合う上面３とを相互に鈍角の配
列にして観賞者を取り囲むように並べるので見易くなり、正面からポップアップした状態
の起伏構成体２４の全てをパノラマのように観賞することができる。
【００３２】
図４に示すように、本ポップアップ多面体を展げた形態は、下接続部７の形状がその底辺
の両端が鋭角で成る形状に形成させているので、連接した下面４と前記下接続部７の形状
をほぼ扇状に形成させ、その扇状の形状の左右端の最前端と中央部の最後端の奥行きが長
くなり、本ポップアップ多面体を展げた形態を倒れ難くする。
【００３３】
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主面体２に設けた第１折目８と接続体５に設けた第２折目９を、前記主面体２と前記接続
体５との連接箇所に十字に交わる線上に設け、且つ上面３と上接続部６との連接箇所に設
けたそれぞれの第３折目１０を相互に並行にして、収合多面体３４に収合していく精度を
高め、収合させる動作を容易にし、収合した収合多面体３４の形状の歪を小さくする。前
述の十字は、直角とするか又は収合多面体３４の歪みを許容できる範囲の角度にしてもよ
く、前記第３折目１０の並行は、平行とするか又は収合多面体３４の歪みを許容できる範
囲の並びにしてもよい。前記第３折目１０の並行の幅は、前記上接続部６側に折曲げられ
向き合うかたちで収合された収蔵主面体３３の厚み以上とするか又は収合多面体３４の歪
みを許容できる範囲で前述の厚み以下にしてもよい。
【実施例２】
【００３４】
図２、図５、図６、図９、図１１、図１４に示すように、主面体２の個数は、接続体５を
介して連接していくことで必要な個数に増やすことができる。主面体２を三個以上連接す
る場合は、最初に折曲げられる収蔵主面体３３を接続させた接続体５の幅を、２つの収蔵
主面体３３を内包するので狭くし、最後に折曲げられる収蔵主面体３３を接続させた接続
体５の幅を、連接した全ての収蔵主面体３３の個数を内包することができるように最も広
くして、それぞれの接続体５の上接続部６に接続させた収蔵主面体３３が、上接続部６と
の接続箇所に設けられた第３折目１０で折曲げられる順序に応じて変更させる。その変更
によって、３個以上に連接する主面体２の個数が増えても、上面３の外周をはみだす下面
４又は起伏構成体２４がない前提において、最も大きい上面３を表面積とし最も幅の広い
接続体５を高さとする立体形にして、コンパクトに収合できる。因みに、収合多面体３４
の大きさを、上面３をＬ版又は手札版サイズの写真を挿出入できるカードホルダー２７の
大きさにして、主面体２を３個あるいは４個連接した場合では、ＪＩＳ洋１封筒で郵送で
きる立方体にすることができる。三個以上の主面体２を連接する場合は、収蔵主面体３３
の折曲げ手順を、一方向から折曲げるか又は左右から順次折曲げるか又は左右から不規則
な順序で折曲げるかを選択できる。さらに主面体２を挟んだ両側の接続体５の下接続部７
が成す鋭角は、前記主面２の下面４と接続する側の鋭角をそれぞれ同じ角度にすることに
よって、収蔵主面体３３に畳み込まれた起伏構成体２４の損傷を少なくし、収合多面体３
４の歪みを抑える効果を増す。但しそれぞれの前述の鋭角は、前記主面体２を収合させた
収合多面体３４の歪が許容できる範囲で相互の角度に差異を設けてもよい。
【実施例３】
【００３５】
図３、図７、図８、図１０、図１２に示すように、主面体２の上方に最上面１６を設けた
３面主面体１５を、接続体５の上方に最上接続部１８を設けた３部位接続体１７を介して
横方向に連接して、３面からなる３面主面体１５と３部位から成る３部位接続体１７で多
面体を構成する。前記３面主面体１５には前記最上面１６を上面側３に折畳む第５折目１
９を設け、前記３部位接続体１７には前記最上接続部１８を上接続部側６に折畳む第６折
目２０を設け、前記最上接続部１８には前記第６折目２０を底辺としその底辺の両端の角
度が鋭角で成る形状をもたせ、前記最上面１６と前記最上接続部１８と連接させその連接
箇所にそれぞれ第７折目２１を設ける。前記最上面１６と前記上面３とに第３見開き面１
４を形成させ、その第３見開き面１４の全て又はいずれかに起伏構成体２４を接合させて
、縦方向にポップアップさせる起伏構成体２４を増やし、収合多面体３４の強度と前記収
合多面体３４を展げた形態の構造上の強度を増やし、且つ前記3面主面体を収合させた収
合多面体３４を展げた時には、前記収合多面体３４の最上箇所の端面を現さなくして美観
を高める。連接する前記最上面１６及び前記最上接続部１８の縦方向の長さ、前記上面３
及び前記上接続部６の縦方向の長さ、下面４及び下接続部７の縦方向の長さは、それぞれ
同じ長さか又は収合多面体３４の歪が許容できる範囲の長さの差異とし、前記最上面１６
と前記下面４の長さは、その長さの和を前記上面３の長さ以下とし、第３見開き面１４又
は第１見開き面１２に畳み込んだ起伏構成体２４が最上面１６又は下面４からはみだす場
合は、それぞれの起伏構成体２４が重ならないか又は収合多面体３４の歪が許容できる範
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囲の重なりになるように、前記最上面１６と前記下面４の長さを定める。なお３個以上の
３面主面体１５を連接する場合の、３部位連接体１７の幅の条件は、前述の００３４項と
同じにする。
【実施例４】
【００３６】
図４、図５．図６、図７、図８に示すように、第１見開き面１２を成す上面３の全て又は
いずれかにポップアップ機構２２を介してカードホルダー用の額縁２６を取り付けて、前
記上面３を背面として成るカードホルダー２７を設ける。前記カードホルダー用の額縁２
６は収合多面体３４を閉じた時には圧され、展げた時には前記上面３との間に隙間を生じ
させてカード３０を挿出入し易くする。さらに前記カードホルダー２７の表面と下面４と
に形成された見開き面２５及び前記カードホルダー２７の表面と上接続部６とに形成させ
た見開き面の全て又はいずれかに起伏構成体２４を設ける。３面主面体１５の上面３に前
記カードホルダー２７を設ける場合には、最上面１６と前記カードホルダー用の額縁２６
とに形成させた見開き面の全て又はいずれかにも前記起伏構成体２４を設ける。カードホ
ルダー２７を設ける場合の上面３の大きさは、前記カードホルダー２７の大きさ以上にし
、起伏構成体２４のみを設けた上面３と接続体５を介して連接する場合には、前記起伏構
成体２４のみを設けた前記上面３の大きさを、カードホルダー２７を設けた上面３と同じ
にするか又は前記上面３を収合多面体３４に収合した形態での歪が許容できる範囲の大き
さの差異にしてもよい。カード３０の挿出入は、最上面１６がある場合は横方向から行い
、カードホルダー２７を設けた３面主面体１５を本ポップアップ多面体の両端よりも内側
に配置する場合には、最上面１６の上面３側にカード３０を挿出入する開口を設けるか又
は該当する３面主面体１５に最上面１６そのものが無い構造にしてもよい。主面体２又は
３面主面体１５に設けるカードホルダー２７は、カードホルダー用の額縁２６に台座を設
けて上面３と接合する構造か又はカードホルダーそのものを主面３に装着する構造にして
もよい。なお、全ての上面３にカードホルダー２７を設けずに起伏構成体２４のみを設け
てもよく、複数の上面を備えた本ポップアップ多面体のいずれかの上面３にはカードホル
ダーと起伏構成体の両方を設けなくてもよい。さらにカードホルダー用の額縁２６の表面
に起伏構成体を設けなくてもよい。
【実施例５】
【００３７】
図４、図５、図６、図７、図８に示すように、カードホルダーの機能を、本ポップアップ
多面体を多用途に利用する手段として備える。グリーテイングカードとしてカードホルダ
ー２７に挿入されてきたメッセージカード２９を入れ替えて写真２８を挿入して用いると
、ポップアップ式フォトフレームになり、画像カードを挿入して用いるとポップアップ式
インテリア装飾具になり、折々の行事や記念イベントを表す起伏構成体２４を備えて写真
２８を挿入するとポップアップ式アルバムになる。
【００３８】
観光地やテーマパークのシンボルを起伏構成体２４に形成してカードホルダーに記念写真
を挿入するとポップアップ式観光記念品又は土産品になり、季節を起伏構成体２４で表現
してカレンダーカードを挿入するとポップアップ式カレンダーになり、キャラクターを起
伏構成体２４にして写真又は画像カードを挿入するとポップアップ式キャラクター玩具に
なり、物語を起伏構成体２４で表現して連接すると新方式のポップアップ式パノラマ童話
本になる。
【００３９】
ミニインテリア空間等を起伏構成体２４で表現して連接するとポップアップ式商用ミニサ
ンプルになり、商品訴求を起伏構成体で表現して商品写真又は宣伝カードをカードホルダ
ー２７に挿入して用いるとポップアップ式販売促進用ＰＯＰ又はポップアップ式パンフレ
ットになり、さらに収合多面体３４が形成するＶ字近似形状の空間に、壊れやすい物品を
納めて保護しコンパクトに収蔵できる収納用具としても利用できる。
【００４０】
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図４、図５、図６、図７、図８に示すように、主面体２と接続体５と起伏構成体２４とカ
ードホルダー用の額縁２６とに、用途に相応しい図柄、キャラクター柄、彩色、文字、凹
凸加工、装飾片貼付け加工、等の演出用装飾を施して本ポップアップ多面体の演出効果を
高める。さらに、自作の演出用装飾を施せる仕様として、前述の各部位を無地白色にした
ものも備える。
【００４１】
本ポップアップ多面体に、ＬＥＤ等による光効果装置及びメロデイーや音声等の音響効果
装置等を付加することで、用途を更に拡げ、且つ演出効果を一層高める。
【実施例６】
【００４２】
図１５に示すように、上面３とその上面３側に折畳める下面４で構成した主面体２又は前
記主面体２と同じ構成の主面体２の上方に前記上面３側に折畳める最上面１６を設けた３
面主面体１５のそれぞれの前記上面３に、引起し式の保持片３６を設け、前記主面体２の
前記下面４又は前記３面主面体１５の前記最上面１６と前記下面４とに保持台片３７を設
ける。その保持台片３７を、ポップアップ機構２２を介してそれぞれの前記上面３と接合
させ、前記主面体２の前記下面４又は前記３面主面体１５の前記最上面１６と前記下面４
とを、それぞれ前記上面３より展げて前記保持台片３７をポップアップさせる。そのポッ
プアップさせた前記保持台片３７に前記保持片３６を引起して乗せる構造を備えて、前記
主面体２又は前記３面主面体１５を展げた形態での、前記主面体２の前記上面３と前記下
面４又は前記３面主面体１５の前記上面３と前記最上面１６及び前記下面４との開き角度
を直角又は直角に近い角度に保持して綴じ込みを防いで見易く且つ安定した状態に保持す
る。
【００４３】
　　なお、起伏構成体２４は、第１見開き面１２及び第２見開き面１３及び第３見開き面
１４の全ての面か又はいずれか２つの見開き面か又はいずれか１つの見開き面に設けても
よい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
本発明のポップアップ多面体は、縦方向と横方向にポップアップする起伏構成体を備えて
いること、用途を広げるカードホルダーを備えていること、情景の表現や用途の表示を担
う場面となる主面体を横方向に増やせること、展げた形態を安定した状態で自立させてお
けること、使用後はコンパクトに収合できること、等の特徴により複数の分野で利用でき
る。
【００４５】
本ポップアップ多面体は、用途を広げる手段として、カードホルダーを採り入れ、そのカ
ードホルダーに用途に即したメッセージカード、写真、画像カード等をそれぞれに挿入し
て、ポップアップ式グリーテイングカード、ポップアップ式フォトフレーム、ポップアッ
プ式アルバム、ポップアップ式インテリア用品、ポップアップ式カレンダー、等に用途を
広げ、家庭用に適用できる。
【００４６】
本ポップアップ多面体は、キャラクターを起伏構成体にしてカードホルダーに写真か画像
カード等を挿入するとポップアップ式キャラクター玩具になり、物語を起伏構成体で表現
して連接すると新方式のポップアップ式パノラマ童話本になり、数字カードや文字カード
を挿入すると遊びながら学べるポップアップ式学習玩具になり、幼児用のお店屋などを起
伏構成体にして横に連接するとポップアップ式の社会学習玩具になる、等の幼児や児童用
の玩具や知育用品の用途に適用できる。
【００４７】
本ポップアップ多面体は、観光地やテーマパークのシンボルを起伏構成体にしカードホル
ダーに記念写真を挿入するとポップアップ式観光記念品又は土産品になり、住宅空間など
を起伏構成体で表現して連接するとポップアップ式ミニ商用サンプルになり、商品訴求を
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起伏構成体で表現して商品写真又は宣伝カードを挿入するとポップアップ式販売促進用Ｐ
ＯＰ又はポップアップ式パンフレットになる、等の商業用途にも適用できる。
【符号の説明】
【００４８】
１．多面体
２．主面体
３．上面
４．下面
５．接続体
６．上接続部
７．下接続部
８．第１折目
９．第２折目
１０．第３折目
１１．第４折目
１２．第１見開き面
１３．第２見開き面
１４. 第３見開き面
１５．３面主面体
１６．最上面 
１７．３部位接続体
１８．最上接続部
１９．第５折目
２０．第６折目
２１．第７折目
２２．ポップアップ機構
２３．構成体
２４．起伏構成体
２５.　カードホルダーの表面と主面体の下面とで成る見開き面
２６.　カードホルダー用の額縁
２７． カードホルダー
２８.　写真
２９.　メッセージカード
３０.　カード
３１.　外周
３２.　開口
３３.　収蔵主面体
３４.　収合多面体
３５.　畳み込まれた起伏構成体
３６.　保持片
３７.　保持台片
【要約】
【課題】本発明は、ポップアップ式グリーテイングカードに、縦横にポップアップする構
成体を備え、用途を広げる手段であるカードホルダーの機能も採り入れられるように、多
くの見開き面を設けることができる構成をつくり、且つコンパクトに収合でき、簡単に展
げられて、展げた配列を見易くする構造を提供するものである。
　【解決手段】縦方向に二面又は三面で構成した主面体２を、縦方向に二接続部又は三接
続部で構成した接続体５を介して横方向に連接させ、最下接続部の形状を、その底辺の両
端が鋭角で成る形状に形成させ、連接箇所とそれぞれの面及び接続部の境界に折目を設け
て多面体１をつくり、縦横にポップアップさせる起伏構成体２４とカードホルダー２７を
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設け、前記最下接続部の形状と前記折目とを効果的に作用させて、本ポップアップ多面体
をコンパクトに収合し、簡単に展げられて、見易い配列にする。
【選択図】図５

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１０】

【図１１】
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